
当市内における地域協働体では、

それぞれが工夫をこらした情報発信

を行っています。このたび、いちのせ

き市民活動センターのホームページ

内に、各協働体のインターネットを活

用した情報発信の状況を一覧化した

ページを増設しました。下記QRコード

を読み込むか、下記URLからアクセ

スし、ご活用ください。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2021.５
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「藤と、滝と、金山と」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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狐禅寺地区の「KMY(狐禅寺・みん

なして・やっぺし）プロジェクト実行委員

会」内「狐禅寺『未来図会議』」では

2020年に制作した地域PR動画を

YouTubeで公開しています。

第２弾となる今回は、狐禅寺住民の

「意外な一面」をクローズアップ。さま

ざまな特技や趣味を持つ地域住民の

「ウラの顔」をご覧いただけます。

※「令和２年度いちのせき元気な地域づくり事業」

で制作しています。

働くことに悩みを抱えている15～

49歳までの方を対象に就労支援事

業を行う「いちのせき若者サポートス

テーション」の支援対象が変更されま

した。これまでは在学中の「卒業・修

了年度の進路が未決定」の学生は

支援対象外でしたが、令和３年１月

から支援対象となり、卒業を控えてい

るのに進路が決まらず不安を抱える

学生などの想いに相談員が寄り添え

るようになりました。詳しくは下記まで

お問合せください。

本場韓国料理のカフェ開業を目指

す花泉町の女性たちが、自宅の一部

を改装し、「そうざい製造業」の許認

可を取得しました。４月１日より、韓国

風海苔巻き「キンパ」を販売開始しま

す。仕出しの注文にも下記営業日で

対応可能です。前日17時までにご予

約ください。その他、営業日以外の注

文・数量・配達地域などは下記まで

お気軽にご相談ください。

「金管バンドクラブ」

メンバー募集中

募集

「狐禅寺smile２０２０」

絶賛公開中！

情報

「いちのせき市民フェスタ２１」

参加団体募集

募集

情報 「地域協働体」の

情報発信状況について

情報

練習日練習日練習日練習日・・・・時間時間時間時間： ※変更になる場合あり

＜水曜日＞ １８時３０分～２０時

＜土曜日＞ １３時３０分～１６時

主主主主なななな練習場所練習場所練習場所練習場所：奥玉市民センター、

千厩農村勤労福祉センター

問合問合問合問合：✉rmu.d.s2@gmail.com

(会長：武者)

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 55455 -274 24318 +16

花泉 12490 -48 4716 +2

川崎 3436 -21 1294 +2

千厩 10299 -57 4118 +10

大東 12602 -64 4955 -3

東山 6242 -45 2300 -5

室根 4636 -23 1781 +1

藤沢 7479 -46 2808 +1

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 112639 -578

世帯数 46290 +24

出生数 48 +21

2021年４４４４月月月月１１１１日日日日付

(2021年３月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

進路未決定の卒業予定者

「サポステ」支援対象へ

右のQRコードから

視聴可能（YouTube）→

問合問合問合問合：０１９１-２１-２１５５

（狐禅寺市民センター）

対象追加対象追加対象追加対象追加：卒業・修了年度の「進路が

未決定の卒業予定者」

問合問合問合問合：０１９１-４８-４４６７

（いちのせき若者サポートステーション）

千厩町の「金管バンドクラブ」は、千

厩町内の各種イベントのほか、アンサ

ンブルコンテストにも参加しています。

コンテストは小学生が対象ですが、そ

の他の演奏の機会には保護者の参

加も大歓迎！今年度は３年生、５年

生の３名で活動中です。練習の見学

も可能(要事前連絡)、下記連絡先ま

でお気軽にお問合せください。

本場韓国料理の総菜

注文・販売開始

情報

販売先販売先販売先販売先：道の駅厳美渓、新鮮館おおまち

※毎週月・火曜日のみ

価格価格価格価格：１パック５００円(税込５４０円)

営業日営業日営業日営業日：土・日・月・火曜日

問合問合問合問合：一関市花泉町油島字鴻ノ巣87

０８０-１６５５-８９２３（鈴木）

ＨＰＨＰＨＰＨＰ：https://www.center-i.org/

トップページより「地域

協働体リンク」をクリック

問合問合問合問合：０１９１-

２６-６４００

（いちのせき

市民活動センター）

１｜二言三言｜ 産婦人科野田 野田隆弘さん (後編)

３｜団体紹介｜ 金沢とうちゃんの会

５｜地域紹介｜ 折壁町自治会 （室根）

７｜企業紹介｜ 有限会社 玉澤建設(木楽々工房) (藤沢)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴⑩

９｜センターの自由研究｜ 地名の謎ファイル№３ 「狐禅寺」

今月の表紙

狛犬ではありません、「稲荷神」のお使いの「きつね」です。野山にいる

いわゆる「キツネ」ではなく、‘びゃっこさん’とも呼ばれる白い(透明)きつ

ねであり、我々の目には見えない存在です。「稲荷」という名前は「稲が生

る」ことからついたという説もあり、五穀豊穣の神様として信仰されてきま

した。そんな「稲荷神」が今月の自由研究のキーワードの１つです。

一関市内で活動を行う市民活動団

体を中心に、個人・企業等が一堂に

会し、活動紹介をはじめ、各種体験等

により交流を図りながら、市民のまちづ

くりへの参画を促進する「いちのせき市

民フェスタ」。このイベントに参加する

団体を募集します。コロナ禍での開催

のため、今年度は参加団体を30組に

限定しますが、新たな試みも検討

中！詳しくはQRコードを読み込むか下

記までお問合せください。

問合問合問合問合：：：：０１９１-２６-６４００

（いちのせき

市民活動センター）

情報

特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）の改正について

令和３年６月施行

令和２年12月２日に「特定非営利活動促進法の一部を改正する法律（令和二年法律第七十二号）」が成立し、12月９日

に公布されました。本改正法は、令和３年６月９日施行となります。一関市で認証されているＮＰＯ法人および認証を予定し

ている認証申請予定者に関連がある部分について概要をお知らせします。詳しくは内閣府の「ＮＰＯ法人ポータルサイト（下

記QRコードからもご覧いただけます）」または下記までお問合せください。

＜＜＜＜改正施行日改正施行日改正施行日改正施行日＞＞＞＞ 令和３年６月９日

＜＜＜＜改正改正改正改正のポイントのポイントのポイントのポイント＞＞＞＞

１１１１．．．．縦覧期間縦覧期間縦覧期間縦覧期間のののの短縮短縮短縮短縮（（（（設立設立設立設立のののの迅速化迅速化迅速化迅速化））））

設立認証申請等の必要書類の縦覧期間が「１か月間」から「２週間」に短縮されます。併せて、書類に不備がある場合の

補正期間が「２週間」から「１週間」に短縮されます。また、縦覧事項は所轄庁による認証・不認証の決定までの間、インター

ネットの利用等により公表されます。

２２２２．．．．住所等住所等住所等住所等をををを公表等公表等公表等公表等のののの対象対象対象対象からからからから除外除外除外除外（（（（個人情報保護個人情報保護個人情報保護個人情報保護のののの強化強化強化強化））））

以下の書類について、個人の住所・居所に係る部分が公表の対象から除外されます。

①設立認証の申請があった場合に所轄庁が公表・縦覧させる「役員名簿」

②請求があった場合にＮＰＯ法人（認定・特例認定）が閲覧させる「役員名簿」・「社員名簿」

③請求があった場合に所轄庁が閲覧・謄写させる「役員名簿」・「社員名簿」

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００（いちのせき市民活動センター）



「不妊治療」の「選択肢」を広げて「不妊治療」の「選択肢」を広げて「不妊治療」の「選択肢」を広げて「不妊治療」の「選択肢」を広げて

～正しい理解とサポート環境の構築～～正しい理解とサポート環境の構築～～正しい理解とサポート環境の構築～～正しい理解とサポート環境の構築～ 【【【【後編後編後編後編】】】】

地域の「気になる人」を対談でご紹介

産婦人科野田 医師(医学博士) 野田隆弘さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹第８３回
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グ

を

決

め

る

の

で

す

が

、

３

日

～

４

日

単

位

で

ど

う

し

て

も

変

動

が

あ

る

の

で

、

急

に

「

３

日

後

に

来

て

」

と

い

う

風

に

言

わ

れ

た

り

し

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

勤

務

の

人

だ

と

職

場

の

理

解

を

得

る

の

が

大

変

で

す

よ

ね

。

野

田

野

田

野

田

野

田

そ

う

、

実

は

意

外

と

重

要

な

の

が

仕

事

の

状

況

。

自

営

な

の

か

勤

務

な

の

か

、

夜

勤

が

あ

る

か

、

出

張

が

あ

る

か

…
…

そ

う

い

う

状

況

を

聞

い

て

、

プ

ラ

ン

を

立

て

て

あ

げ

て

。

妊

娠

の

原

則

は

、

排

卵

日

の

前

２

日

間

を

含

め

た

計

６

日

間

の

中

で

精

子

が

入

っ

て

く

れ

ば

受

精

す

る

と

い

う

シ

ン

プ

ル

な

も

の

で

す

。

自

然

妊

娠

も

、

体

外

受

精

も

、

人

工

授

精

も

、

全

て

そ

こ

に

合

わ

せ

る

わ

け

で

す

。

た

だ

、

排

卵

日

は

自

分

で

も

厳

密

に

は

分

か

ら

な

い

の

で

、

そ

こ

の

情

報

を

提

供

し

た

り

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

そ

の

仕

組

み

は

動

か

な

い

事

実

で

、

知

っ

て

い

る

つ

も

り

で

す

が

、

改

め

て

教

え

て

も

ら

え

る

と

安

心

感

が

違

い

ま

す

。

そ

う

し

た

情

報

提

供

や

プ

ラ

ン

提

供

だ

け

の

診

察

と

い

う

人

も

多

い

で

す

か

？

野

田

野

田

野

田

野

田

か

な

り

い

ま

す

よ

。

体

外

受

精

１

人

の

後

ろ

に

、

タ

イ

ミ

ン

グ

法

や

人

工

授

精

を

し

て

い

る

人

が

10

人

く

ら

い

い

る

感

覚

で

す

。

妊

娠

の

確

率

は

40

代

ま

で

は

基

本

的

に

右

肩

上

が

り

な

ん

で

す

。

1

年

間

頑

張

り

続

け

れ

ば

、

確

率

は

上

が

り

続

け

る

は

ず

な

ん

で

す

。

た

だ

そ

の

た

め

に

は

強

い

メ

ン

タ

ル

が

必

要

な

の

で

、

右

肩

上

が

り

の

曲

線

に

乗

れ

る

よ

う

に

サ

ポ

ー

ト

す

る

こ

と

が

大

切

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ど

ち

ら

か

と

言

う

と

精

神

面

で

の

安

心

感

を

与

え

る

よ

う

な

診

療

で

す

ね

。

野

田

野

田

野

田

野

田

20

代

の

１

回

あ

た

り

の

自

然

妊

娠

率

は

25

～

30

％

。

例

え

ば

１

０

０

組

の

カ

ッ

プ

ル

が

い

た

と

し

て

、

毎

月

タ

イ

ミ

ン

グ

を

合

わ

せ

て

い

く

と

、

１

年

間

で

95

組

が

妊

娠

す

る

と

い

う

理

屈

で

す

。

で

も

実

際

に

は

妊

娠

で

き

な

い

月

が

続

く

と

凹

む

わ

け

で

す

。

そ

こ

に

歳

を

重

ね

る

と

確

率

が

減

り

ま

す

し

、

途

中

で

嫌

な

こ

と

が

あ

っ

た

り

す

る

と

ゼ

ロ

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

り

…
…

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

子

ど

も

は

授

か

り

も

の

と

言

い

ま

す

が

、

こ

の

確

率

を

見

て

い

る

と

本

当

に

そ

う

で

す

ね

。

授

か

る

権

利

は

あ

る

け

ど

、

何

か

し

ら

の

要

因

が

あ

っ

て

授

か

れ

な

い

。

そ

の

確

率

を

少

し

で

も

上

げ

る

た

め

に

ク

リ

ニ

ッ

ク

が

あ

っ

て

。

「

妊

娠

し

な

い

＝

子

ど

も

を

つ

く

ら

な

い

」

と

思

わ

れ

が

ち

だ

け

ど

、

そ

う

で

は

な

い

。

近

年

は

「

プ

レ

・

マ

タ

ハ

ラ

」

と

も

言

わ

れ

ま

す

が

、

妊

娠

を

望

む

人

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

あ

り

方

と

い

う

か

、

「

言

え

る

環

境

」

づ

く

り

は

大

事

で

す

よ

ね

。

野

田

野

田

野

田

野

田

妊

娠

の

仕

組

み

や

不

妊

治

療

の

中

身

は

、

シ

ン

プ

ル

な

ん

だ

け

ど

、

伝

え

に

く

い

し

伝

わ

り

に

く

い

。

本

当

は

「

不

妊

治

療

」

と

い

う

言

葉

か

ら

一

歩

進

ん

で

「

タ

イ

ミ

ン

グ

法

を

や

っ

て

い

る

」

「

人

工

授

精

を

し

て

い

る

」

「

年

に

何

回

か

体

外

受

精

を

し

に

仙

台

に

通

っ

て

る

」

と

い

う

具

体

的

な

話

も

普

段

の

会

話

で

で

き

る

よ

う

に

な

れ

ば

、

周

囲

も

サ

ポ

ー

ト

し

や

す

く

な

る

ん

で

す

が

。

社

会

全

体

の

リ

テ

ラ

シ

ー

の

問

題

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

確

か

に

、

職

場

の

中

で

眼

科

に

通

院

す

る

の

と

同

じ

感

覚

で

「

行

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」

と

言

っ

て

あ

げ

た

い

で

す

よ

ね

。

生

理

休

暇

の

よ

う

に

、

不

妊

治

療

休

暇

の

よ

う

な

規

定

も

必

要

な

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

野

田

野

田

野

田

野

田

不

妊

治

療

に

対

す

る

補

助

は

、

岩

手

県

、

一

関

市

と

も

に

手

厚

い

方

で

す

。

一

関

市

は

一

般

不

妊

治

療

(

タ

イ

ミ

ン

グ

指

導

、

人

工

授

精

、

超

音

波

検

査

等

)

の

助

成

を

、

岩

手

県

は

特

定

不

妊

治

療

(

体

外

受

精

、

顕

微

授

精

)

の

助

成

を

し

て

い

ま

す

が

、

宮

城

県

は

一

般

不

妊

治

療

の

補

助

が

な

い

地

域

が

多

い

で

す

。

環

境

と

し

て

は

優

位

で

は

あ

る

か

と

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

す

る

と

、

世

間

の

不

妊

治

療

へ

の

イ

メ

ー

ジ

が

改

善

さ

れ

る

と

も

う

少

し

取

り

組

み

や

す

く

な

り

ま

す

よ

ね

。

「

仕

事

の

調

整

が

大

変

だ

」

と

か

「

一

関

で

は

で

き

な

い

」

と

思

っ

て

い

る

人

も

多

い

気

が

し

ま

す

し

。

こ

こ

の

よ

う

に

土

日

も

診

療

し

て

い

る

と

、

夫

婦

で

の

来

院

も

し

や

す

い

と

思

い

ま

す

が

、

旦

那

さ

ん

な

ど

、

男

性

の

不

妊

治

療

へ

の

意

識

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

？

野

田

野

田

野

田

野

田

治

療

に

来

る

旦

那

さ

ん

の

ス

タ

ン

ス

は

様

々

で

す

よ

。

夫

婦

で

来

る

人

も

い

れ

ば

、

産

婦

人

科

そ

の

も

の

に

抵

抗

が

あ

っ

て

車

の

中

で

待

っ

て

い

る

人

や

、

最

初

か

ら

女

性

だ

け

で

来

る

人

も

多

い

で

す

。

奥

さ

ん

よ

り

も

前

の

め

り

で

メ

モ

を

と

る

よ

う

な

男

性

も

い

れ

ば

、

「

全

部

指

示

に

従

い

ま

す

」

と

い

う

タ

イ

プ

の

人

も

。

プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

を

か

け

て

ご

夫

婦

の

仲

が

悪

く

な

る

こ

と

や

、

奥

さ

ん

が

医

者

と

旦

那

さ

ん

の

板

挟

み

に

な

る

の

は

何

と

し

て

も

避

け

た

い

の

で

、

旦

那

さ

ん

が

ど

ん

な

ス

タ

ン

ス

で

あ

っ

て

も

認

め

て

あ

げ

る

こ

と

が

大

事

で

す

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ど

う

し

て

も

不

妊

治

療

と

い

う

と

女

性

に

原

因

が

あ

る

と

思

わ

れ

が

ち

で

す

が

、

男

性

に

原

因

が

あ

る

こ

と

も

あ

る

わ

け

で

す

し

、

女

性

だ

け

が

責

任

を

感

じ

る

よ

う

な

状

況

は

作

り

た

く

な

い

で

す

よ

ね

。

実

際

、

不

妊

治

療

の

結

果

、

子

ど

も

を

授

か

れ

な

い

ま

ま

治

療

を

終

え

る

人

も

？

野

田

野

田

野

田

野

田

た

く

さ

ん

い

ま

す

よ

。

子

ど

も

の

い

な

い

人

生

を

選

ぶ

と

い

う

か

。

40

歳

を

過

ぎ

る

と

、

体

外

受

精

を

し

て

も

卵

子

が

と

れ

な

く

な

っ

た

り

、

受

精

し

な

く

な

る

ん

で

す

。

そ

こ

で

決

心

し

た

り

、

最

初

か

ら

「

42

歳

ま

で

に

し

よ

う

」

と

期

間

を

決

め

て

い

る

人

も

い

れ

ば

「

辛

く

な

っ

て

き

た

か

ら

や

め

る

」

と

い

う

人

も

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

い

う

現

状

も

含

め

、

社

会

的

な

認

知

度

を

高

め

て

い

か

な

け

れ

ば

い

け

な

い

で

す

ね

。

年

代

に

よ

っ

て

は

理

解

が

進

ま

な

い

分

野

な

の

で

、

家

庭

内

で

も

、

地

域

内

で

も

、

も

っ

と

気

軽

に

不

妊

治

療

の

話

題

が

出

せ

る

社

会

に

な

る

よ

う

に

…
…

。

野

田

野

田

野

田

野

田

間

違

っ

た

こ

と

を

言

っ

て

も

良

い

か

ら

、

社

会

全

体

の

リ

テ

ラ

シ

ー

が

上

が

っ

て

い

け

ば

良

い

の

か

な

と

。

不

妊

治

療

の

業

界

と

し

て

１

０

０

％

の

も

の

が

提

供

で

き

て

い

な

い

現

状

が

あ

る

の

で

、

足

り

な

い

所

を

埋

め

合

う

よ

う

な

仕

組

み

が

必

要

な

ん

だ

と

思

い

ま

す

。

２

/ 112,639

二言

三言

医

療

法

人

平

成

会

医

療

法

人

平

成

会

医

療

法

人

平

成

会

医

療

法

人

平

成

会

産

婦

人

科

野

田

産

婦

人

科

野

田

産

婦

人

科

野

田

産

婦

人

科

野

田

電

話

電

話

電

話

電

話

０

１

９

１-

２

３

-

０

６

０

８

※

定

休

日

火

・

木

曜

日

※

１

※１ 「プレ・マタニティハラスメント」の略で、妊娠前の「妊活」時に受けるハラスメントを意味する。

※２ 原義では読み書きの能力だが、ある分野に関する正しい知識や理解能力のことを指して使われる。

※

２

弘前大学医学部を卒業し、産婦人科医としての経

験を積みながら、平成16年には東北大学にて博士号

取得。東北大学病院のほか、宮城県のスズキ記念病

院、仙台ARTクリニックなど、生殖医療専門病院で

の経験も豊富。平成30年、本格的にＵターンし、産

婦人科野田での治療一本に(以前から週に１～２回

の出張診療を行っていた)。昭和43年一関市生まれ。



場

か

ら

何

か

協

力

で

き

る

こ

と

は

な

い

か

」

と

平

成

10

年

頃

に

「

市

谷

お

や

じ

の

会

」

を

結

成

。

現

役

Ｐ

Ｔ

Ａ

だ

け

で

な

く

、

Ｏ

Ｂ

に

な

っ

て

か

ら

も

交

流

を

支

え

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

そ

の

姿

を

見

て

い

た

こ

と

も

あ

り

、

「

金

沢

と

う

ち

ゃ

ん

の

会

」

の

発

足

が

自

然

と

受

入

れ

ら

れ

た

の

で

し

た

。

双

方

に

父

親

を

主

体

と

す

る

会

が

で

き

た

こ

と

で

、

平

成

18

年

か

ら

は

親

世

代

の

交

流

が

始

ま

り

ま

す

。

10

月

に

市

谷

お

や

じ

の

会

が

改

め

て

金

沢

を

訪

問

し

「

ス

ポ

ー

ツ

交

流

会

」

を

行

う

こ

と

に

！

「

大

人

の

遠

足

の

よ

う

な

感

じ

だ

よ

ね

。

20

人

く

ら

い

で

バ

ス

を

チ

ャ

ー

タ

ー

し

て

。

昼

間

は

野

球

や

バ

ス

ケ

、

夜

は

飲

み

会

。

仕

事

の

絡

み

も

何

も

な

い

人

た

ち

と

の

飲

み

会

だ

か

ら

趣

味

の

話

と

か

当

時

の

思

い

出

と

か

、

お

互

い

に

純

粋

に

楽

し

く

て

ね

」

と

、

コ

ロ

ナ

禍

で

昨

年

は

開

催

で

き

な

か

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

交

流

の

様

子

を

楽

し

そ

う

に

振

り

返

り

ま

す

。

ま

た

、

同

会

会

員

間

の

交

流

と

し

て

、

近

年

は

花

見

や

飲

み

会

、

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

を

開

催

。

同

地

区

内

で

暮

ら

し

て

い

て

も

「

Ｐ

Ｔ

Ａ

を

卒

業

し

た

瞬

間

に

交

流

が

ピ

タ

ッ

と

切

れ

る

」

そ

う

で

、

同

会

を

通

し

た

交

流

が

貴

重

な

機

会

と

な

っ

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

数

年

前

か

ら

「

と

う

ち

ゃ

ん

の

会

ジ

ュ

ニ

ア

」

と

い

う

括

り

を

同

会

内

に

設

置

。

完

全

な

Ｏ

Ｂ

世

代

と

、

ま

だ

現

役

Ｐ

Ｔ

Ａ

の

世

代

と

を

分

け

る

こ

と

で

、

現

役

世

代

が

活

動

に

参

加

し

や

す

く

な

る

と

い

う

狙

い

で

す

。

「

引

退

の

な

い

会

だ

か

ら

、

Ｏ

Ｂ

と

い

っ

て

も

年

齢

層

が

大

き

く

開

い

て

き

て

し

ま

っ

た

。

発

足

当

時

の

会

員

に

遠

慮

し

て

参

加

し

な

い

よ

う

じ

ゃ

意

味

が

な

い

の

で

、

ジ

ュ

ニ

ア

は

ジ

ュ

ニ

ア

の

中

で

交

流

し

て

欲

し

い

」

と

千

葉

さ

ん

は

期

待

を

込

め

ま

す

。

同

会

の

仕

事

と

し

て

、

市

谷

交

流

に

係

る

事

業

費

を

賄

う

た

め

の

「

草

刈

り

作

業

」

が

あ

り

ま

す

。

同

会

発

足

と

同

時

に

、

当

時

の

金

沢

財

産

区

に

資

金

協

力

と

し

て

財

産

区

内

の

整

備

作

業

(

枝

打

ち

、

草

刈

り

等

)

を

担

わ

せ

て

も

ら

え

る

よ

う

に

交

渉

。

以

後

、

現

役

Ｐ

Ｔ

Ａ

世

代

と

一

緒

に

、

夏

場

に

２

回

の

作

業

を

行

い

、

事

業

費

を

賄

っ

て

い

ま

す

(

４

年

前

か

ら

宝

持

院

墓

地

の

草

刈

り

作

業

も

受

託

)

。

そ

ん

な

地

域

ぐ

る

み

で

の

一

大

事

業

で

あ

る

市

谷

交

流

で

す

が

、

現

在

大

き

な

岐

路

に

立

っ

て

い

ま

す

。

同

会

会

長

で

現

Ｐ

Ｔ

Ａ

会

長

で

も

あ

る

森

谷

桂

樹

さ

ん

は

「

昨

年

度

は

コ

ロ

ナ

禍

で

中

止

、

今

年

度

も

見

通

し

が

立

た

な

い

。

そ

う

す

る

と

全

く

市

谷

交

流

を

経

験

で

き

な

い

学

年

が

で

き

て

し

ま

う

。

学

校

統

合

も

迫

っ

て

お

り

、

今

後

の

事

業

継

続

に

つ

い

て

検

討

を

進

め

な

け

れ

ば

い

け

な

い

」

と

大

き

な

課

題

に

直

面

し

て

い

ま

す

。

同

会

と

し

て

は

「

現

役

世

代

が

続

け

た

い

と

言

え

ば

そ

の

方

法

を

一

緒

に

模

索

す

る

」

と

い

う

立

場

。

統

合

後

は

「

花

泉

地

域

全

体

で

の

取

り

組

み

と

な

る

の

が

理

想

」

と

し

な

が

ら

も

、

現

役

世

代

の

決

断

を

静

か

に

見

守

っ

て

い

ま

す

。

佐々木圭太佐々木圭太佐々木圭太佐々木圭太さんさんさんさん

現役PTAであり、令和元

年度の実行委員長だっ

た佐々木さん自身も、

小学生の時に市谷交流

に参加！親子２代で同

事業を経験しています。

森谷桂樹森谷桂樹森谷桂樹森谷桂樹さんさんさんさん

１期２年目。東京都出

身という縁で、同会に

は長女が未就学児の頃

から参加。現役PTAであ

りながら、市谷交流を

何度も経験する大ベテ

ラン。

平

成

29

年

に

30

周

年

を

迎

え

た

「

市

谷

交

流

」

。

花

泉

町

の

一

関

市

立

金

沢

小

学

校

と

東

京

都

の

新

宿

区

立

市

谷

小

学

校

と

の

交

流

事

業

で

、

毎

年

７

月

下

旬

に

市

谷

小

学

校

児

童

が

金

沢

に

、

３

月

下

旬

に

は

金

沢

小

学

校

児

童

が

市

谷

を

訪

れ

、

ホ

ー

ム

ス

テ

イ

を

含

む

交

流

を

行

っ

て

い

ま

す

。

事

業

の

主

体

は

当

該

学

年

の

Ｐ

Ｔ

Ａ

で

組

織

す

る

実

行

委

員

会

で

す

が

、

そ

の

裏

で

陰

な

が

ら

事

業

を

支

え

て

い

る

の

が

「

金

沢

と

う

ち

ゃ

ん

の

会

」

で

す

。

「

実

行

委

員

会

は

準

備

す

る

こ

と

が

多

す

ぎ

て

、

辛

い

部

分

も

大

き

い

。

そ

の

た

め

か

『

市

谷

交

流

は

大

変

だ

よ

』

と

後

輩

Ｐ

Ｔ

Ａ

に

伝

え

る

人

も

多

い

。

せ

っ

か

く

の

良

い

事

業

な

の

で

、

現

役

Ｐ

Ｔ

Ａ

の

負

担

を

少

し

で

も

減

ら

し

、

良

い

思

い

出

に

し

て

も

ら

い

た

く

て

。

次

の

後

輩

た

ち

の

た

め

に

立

ち

上

げ

ま

し

た

」

そ

う

語

る

の

は

発

足

時

か

ら

の

メ

ン

バ

ー

で

あ

る

千

葉

信

秋

さ

ん

で

す

。

実

は

千

葉

さ

ん

、

同

事

業

に

携

わ

る

前

は

市

谷

交

流

自

体

に

反

対

の

立

場

で

し

た

。

そ

れ

が

、

実

際

に

７

月

の

受

入

れ

を

経

験

し

て

印

象

が

変

わ

り

、

さ

ら

に

翌

年

３

月

に

引

率

で

同

行

し

た

市

谷

で

受

け

た

歓

迎

に

感

動

！

「

帰

り

の

新

幹

線

の

中

で

『

来

年

は

実

行

委

員

長

を

や

る

』

と

宣

言

し

た

」

の

だ

と

か

。

無

事

に

実

行

委

員

長

と

し

て

翌

年

の

事

業

を

終

え

、

そ

の

反

省

会

の

中

で

同

会

の

発

足

に

つ

い

て

思

い

を

共

有

。

平

成

17

年

７

月

、

同

会

が

発

足

し

ま

し

た

。

同

会

の

発

足

の

き

っ

か

け

に

は

も

う

一

つ

、

「

市

谷

お

や

じ

の

会

」

の

存

在

が

あ

り

ま

す

。

昭

和

63

年

に

「

市

谷

交

流

」

が

始

ま

り

ま

す

が

、

当

時

か

ら

金

沢

地

区

で

は

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

に

は

母

親

よ

り

も

父

親

が

主

体

で

参

加

し

て

い

ま

し

た

。

し

か

し

、

関

東

で

は

母

親

の

参

加

が

主

で

、

父

親

が

関

わ

る

こ

と

は

ほ

と

ん

ど

な

か

っ

た

の

だ

と

か

。

引

率

と

し

て

参

加

し

て

い

た

市

谷

の

父

親

た

ち

が

、

主

体

と

な

っ

て

事

業

を

進

め

て

い

る

金

沢

の

父

親

た

ち

に

感

化

さ

れ

、

「

自

分

た

ち

も

父

親

と

い

う

立

３４

団体

紹介

金沢金沢金沢金沢とうちゃんのとうちゃんのとうちゃんのとうちゃんの会会会会

平成17年７月発足。花泉町の一関市立金

沢小学校で行われている「市谷交流」の実

行委員会OBや金沢小学校現役PTAなど約30

人で構成。市谷交流事業のサポートのほか、

各種交流活動を行っている。

横横横横

とととと

縦縦縦縦

、、、、

地

域

地

域

地

域

地

域

をををを

越越越越

え

た

え

た

え

た

え

た

「「「「

仲

間

仲

間

仲

間

仲

間

」」」」

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て

辛

い

思

い

出

に

さ

せ

な

い

た

め

に

- Photo gallery -gallery -

おおおお

手

製

手

製

手

製

手

製

のののの

竹竹竹竹

のののの

器器器器

でででで

市

谷

小

学

校

か

ら

の

引

率

保

護

者

の

多

く

が

感

動

す

る

の

が

、

竹

を

削

っ

て

手

作

り

し

た

ジ

ョ

ッ

キ

。

同

会

の

お

も

て

な

し

の

一

つ

で

す

。

感

動

感

動

感

動

感

動

の

お

も

て

な

し

の

お

も

て

な

し

の

お

も

て

な

し

の

お

も

て

な

し

毎

年

恒

例

の

キ

ャ

ン

プ

フ

ァ

イ

ヤ

ー

と

花

火

。

近

年

は

市

谷

お

や

じ

の

会

と

同

会

が

対

抗

形

式

で

花

火

を

行

い

、

大

盛

り

上

が

り

な

の

だ

と

か

。

黄

色

黄

色

黄

色

黄

色

いいいい

法

被

法

被

法

被

法

被

がががが

目

印

目

印

目

印

目

印

市

谷

交

流

の

際

は

黒

子

的

な

存

在

と

言

い

な

が

ら

も

、

「

金

沢

と

う

ち

ゃ

ん

の

会

」

と

入

っ

た

法

被

着

用

で

少

し

は

存

在

も

ア

ピ

ー

ル

(

笑

)

財

源

確

保

財

源

確

保

財

源

確

保

財

源

確

保

の

た

め

に

の

た

め

に

の

た

め

に

の

た

め

に

市

谷

交

流

の

た

め

の

財

源

は

地

域

内

の

環

境

整

備

で

賄

っ

て

い

ま

す

。

現

役

Ｐ

Ｔ

Ａ

と

と

も

に

同

会

会

員

も

汗

を

流

し

て

支

え

ま

す

！

Ｑ.「金沢とうちゃんの会」を一言で表すと？

会長会長会長会長 会員会員会員会員

金沢とうちゃんの会

自

分

た

ち

も

楽

し

む

！

続

く

つ

な

が

り

もりや けいじゅ ささき けいた

Ａ.引退できない大人たち
Ａ.縁の下の力持ち

「

現

役

世

代

が

主

体

」

と

い

う

ス

タ

ン

ス

は

崩

さ

ず

に

※同会への連絡は金沢市民センターを経由

TEL：0191-82-2954

写真：「市谷おやじの会」とのスポーツ交流大会

での記念写真

い

ち

が

や



小

野

寺

さ

ん

は

年

６

回

発

行

の

自

治

会

報

の

作

成

も

担

当

し

て

い

ま

す

が

、

裏

面

に

は

毎

回

「

防

火

防

災

啓

発

記

事

」

を

掲

載

。

豪

雨

災

害

発

生

時

の

対

応

を

は

じ

め

、

草

刈

り

機

械

や

ガ

ソ

リ

ン

取

り

扱

い

時

の

注

意

な

ど

、

発

行

時

期

に

起

こ

り

得

る

災

害

や

事

故

を

具

体

的

に

想

定

し

、

注

意

喚

起

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

気

仙

沼

市

に

通

勤

す

る

人

や

、

室

根

山

の

登

山

客

な

ど

も

多

く

通

行

す

る

同

地

区

内

で

は

、

ゴ

ミ

集

積

所

に

取

り

残

さ

れ

る

ゴ

ミ

が

後

を

絶

ち

ま

せ

ん

。

そ

こ

で

生

活

環

境

部

で

は

年

に

５

回

程

度

、

約

10

か

所

あ

る

ゴ

ミ

集

積

所

の

点

検

清

掃

活

動

を

行

い

、

残

さ

れ

た

ゴ

ミ

へ

の

対

応

を

行

っ

て

い

ま

す

。

「

気

仙

沼

市

の

指

定

ゴ

ミ

袋

に

入

っ

た

ゴ

ミ

も

多

い

。

気

仙

沼

で

買

い

物

を

す

る

住

民

も

多

い

の

で

、

高

齢

者

が

間

違

え

て

購

入

し

て

い

る

可

能

性

も

あ

る

。

い

つ

ま

で

も

集

積

所

に

残

す

わ

け

に

は

い

か

な

い

か

ら

、

当

市

指

定

袋

に

入

れ

直

し

て

出

す

し

か

な

い

」

と

、

県

境

地

域

な

ら

で

は

の

課

題

を

抱

え

ま

す

が

、

「

ル

ー

ル

さ

え

守

れ

ば

、

隣

の

自

治

会

の

人

で

も

当

自

治

会

の

ゴ

ミ

集

積

所

を

使

っ

て

良

い

と

い

う

こ

と

に

し

て

い

る

。

高

齢

者

な

ど

、

自

分

の

ゴ

ミ

集

積

所

よ

り

こ

ち

ら

の

方

が

近

い

人

も

い

る

か

ら

ね

」

と

、

近

隣

自

治

会

と

の

協

力

体

制

も

築

い

て

い

ま

す

。

そ

ん

な

同

自

治

会

の

自

慢

と

言

え

ば

、

体

育

部

が

声

が

け

を

し

て

参

加

し

て

い

る

「

室

根

町

家

庭

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

」

で

総

合

優

勝

８

連

覇

中

と

い

う

偉

業

！

男

子

の

部

は

11

連

覇

中

と

い

う

驚

異

の

強

さ

で

す

。

30

～

40

代

は

通

年

練

習

し

、

65

歳

以

上

の

実

年

の

部

も

出

場

者

を

集

め

続

け

て

い

ま

す

。

こ

の

体

育

部

の

事

業

で

注

目

す

べ

き

は

近

年

恒

例

行

事

と

な

り

つ

つ

あ

る

と

い

う

「

楽

天

観

戦

ツ

ア

ー

」

。

宮

城

県

ま

で

「

東

北

楽

天

ゴ

ー

ル

デ

ン

イ

ー

グ

ル

ス

」

の

試

合

観

戦

に

向

か

い

ま

す

。

「

総

合

優

勝

の

『

ご

褒

美

』

と

し

て

始

め

た

」

そ

う

で

す

が

、

運

動

が

難

し

い

と

い

う

人

で

も

楽

し

め

る

企

画

と

し

て

毎

年

20

人

程

が

参

加

す

る

の

だ

と

か

。

こ

れ

ま

で

、

自

治

会

の

各

種

役

員

は

２

期

ま

で

と

い

う

慣

例

だ

っ

た

同

自

治

会

。

し

か

し

、

コ

ロ

ナ

禍

の

改

選

期

で

異

例

の

３

期

目

に

突

入

。

小

山

さ

ん

は

「

２

期

で

終

わ

り

と

思

っ

て

い

た

分

、

気

持

ち

の

切

り

替

え

が

難

し

い

部

分

も

あ

っ

た

が

、

各

部

会

長

も

『

ど

う

せ

や

る

な

ら

』

と

頑

張

っ

て

く

れ

て

い

る

。

花

壇

整

備

を

担

当

す

る

産

業

部

長

は

定

植

す

る

花

の

苗

づ

く

り

か

ら

や

っ

て

る

よ

」

と

、

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

小

野

寺

さ

ん

も

、

「

高

齢

者

や

要

支

援

者

が

増

え

て

い

る

現

状

か

ら

、

保

健

福

祉

部

の

設

置

を

検

討

し

て

い

る

」

と

、

よ

り

機

動

力

の

あ

る

自

治

会

に

向

け

て

歩

み

を

止

め

ま

せ

ん

。

「

鍵

か

け

運

動

」

を

行

う

か

ら

こ

そ

、

一

人

暮

ら

し

高

齢

者

宅

等

に

は

広

報

物

の

配

布

時

に

声

を

か

け

あ

う

な

ど

、

日

頃

の

丁

寧

な

関

係

性

づ

く

り

が

、

同

自

治

会

の

大

き

な

強

み

で

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

自治会長自治会長自治会長自治会長 総務部副部長総務部副部長総務部副部長総務部副部長

小山光正小山光正小山光正小山光正さんさんさんさん

９代目自治会長。自治

会長は一丁目と二丁目

から交互に出す慣例が

あり、小山さんは一丁

目在住。「室根南流太

鼓」や「室根山野草の

会」でも活躍中。

小野寺正幸小野寺正幸小野寺正幸小野寺正幸さんさんさんさん

区長も３期目を務める

小野寺さんは、レタリ

ングが得意。自治会で

使用する横看板等は小

野寺さんが手掛けたも

のが多数あります。

自

治

会

内

を

Ｊ

Ｒ

大

船

渡

線

、

気

仙

沼

街

道

、

大

川

が

横

断

し

、

室

根

山

か

ら

流

れ

る

榎

木

川

は

地

区

の

中

央

を

縦

断

す

る

な

ど

、

町

場

で

あ

り

な

が

ら

河

川

と

の

共

生

を

図

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

同

自

治

会

は

、

榎

木

川

を

境

に

一

丁

目

(

旧

本

町

)

、

二

丁

目

(

旧

新

町

)

と

２

つ

に

分

か

れ

ま

す

。

旧

室

根

村

時

代

に

行

政

区

を

再

編

す

る

際

、

２

つ

に

分

か

れ

る

べ

き

で

は

な

い

か

と

い

う

議

論

も

あ

り

ま

し

た

が

、

自

治

会

長

の

小

山

光

正

さ

ん

は

「

少

子

高

齢

化

を

迎

え

た

今

と

な

っ

て

は

分

か

れ

な

い

で

正

解

だ

っ

た

」

と

振

り

返

り

ま

す

。

自

治

会

自

体

は

今

年

で

発

足

40

年

目

で

す

が

、

集

落

と

し

て

の

歴

史

は

古

く

、

10

代

以

上

続

く

家

も

多

い

の

だ

と

か

。

旧

知

の

間

柄

で

あ

る

家

が

多

い

こ

と

は

安

心

で

あ

る

反

面

、

そ

れ

が

裏

目

に

出

て

し

ま

っ

た

の

が

東

日

本

大

震

災

の

復

興

支

援

期

。

家

や

車

両

の

鍵

を

か

け

る

習

慣

の

な

い

家

が

多

く

、

大

工

道

具

等

の

盗

難

被

害

が

多

発

し

た

の

で

す

。

被

害

の

深

刻

さ

か

ら

駐

在

所

と

連

携

し

、

始

ま

っ

た

の

が

「

鍵

か

け

運

動

」

の

展

開

。

二

丁

目

か

ら

開

始

し

、

徐

々

に

対

象

範

囲

を

広

げ

、

最

終

的

に

は

自

治

会

全

世

帯

で

の

取

り

組

み

に

広

げ

ま

し

た

。

同

自

治

会

が

「

モ

デ

ル

地

区

」

と

な

っ

て

始

ま

っ

た

「

鍵

か

け

運

動

」

は

各

地

に

広

が

り

、

モ

デ

ル

地

区

で

は

な

く

な

っ

た

今

も

自

治

会

独

自

の

取

り

組

み

と

し

て

運

動

を

継

続

し

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

、

令

和

２

年

３

月

に

は

「

地

域

防

災

マ

ッ

プ

」

を

作

成

。

前

年

10

月

の

台

風

で

大

規

模

な

冠

水

被

害

が

発

生

し

た

こ

と

を

受

け

て

の

取

り

組

み

で

、

そ

の

時

の

冠

水

区

域

を

地

図

上

に

明

記

し

た

ほ

か

、

一

時

集

合

場

所

や

防

災

施

設

・

器

具

の

設

置

場

所

は

も

ち

ろ

ん

、

地

区

内

に

居

住

す

る

看

護

師

宅

が

明

記

さ

れ

て

い

る

の

が

ポ

イ

ン

ト

で

す

。

こ

の

マ

ッ

プ

は

同

自

治

会

総

務

部

副

部

長

の

小

野

寺

正

幸

さ

ん

が

中

心

と

な

っ

て

作

成

。

小

野

寺

さ

ん

は

「

北

上

川

な

ど

上

流

か

ら

の

距

離

が

あ

る

川

の

増

水

と

異

な

り

、

上

流

が

室

根

山

の

た

め

、

冠

水

す

る

ま

で

が

早

い

。

日

頃

か

ら

の

意

識

が

重

要

に

な

る

」

と

、

作

成

し

た

防

災

マ

ッ

プ

の

周

知

に

意

欲

を

見

せ

ま

す

。

折壁町自治会

５６

「「「「

暮暮暮暮

ら

し

ら

し

ら

し

ら

し

」」」」

のののの

安

心

安

心

安

心

安

心

・・・・

安

全

安

全

安

全

安

全

をををを

創創創創

りりりり

出出出出

す

た

め

に

す

た

め

に

す

た

め

に

す

た

め

に

２

つ

の

町

内

会

が

力

を

合

わ

せ

て

- Photo gallery -gallery -

長

寿

長

寿

長

寿

長

寿

をををを

祝祝祝祝

うううう

会会会会

文

化

部

と

女

性

部

が

担

当

。

自

治

会

館

が

な

い

の

で

、

室

根

保

健

セ

ン

タ

ー

を

使

用

(

送

迎

は

女

性

部

)

。

当

祝

者

の

半

分

弱

の

40

人

程

が

参

加

。

い

き

い

き

サ

ロ

ン

い

き

い

き

サ

ロ

ン

い

き

い

き

サ

ロ

ン

い

き

い

き

サ

ロ

ン

女

性

部

と

保

健

推

進

委

員

が

主

体

と

な

り

、

65

歳

以

上

で

あ

れ

ば

誰

で

も

気

軽

に

参

加

で

き

る

居

場

所

づ

く

り

に

も

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

山山山山

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

石石石石

をををを

運運運運

ん

だ

ん

だ

ん

だ

ん

だ

成

果

成

果

成

果

成

果

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

の

反

省

会

で

の

会

話

か

ら

整

備

し

た

花

壇

は

、

石

を

持

っ

て

く

る

と

こ

ろ

か

ら

ス

タ

ー

ト

。

今

で

は

立

派

な

憩

い

の

場

で

す

。

自

主

自

主

自

主

自

主

的的的的

にににに

取取取取

りりりり

組組組組

ん

で

ん

で

ん

で

ん

で

「

鍵

か

け

モ

デ

ル

地

区

」

の

チ

ラ

シ

は

自

治

会

で

印

刷

・

ラ

ミ

ネ

ー

ト

し

て

全

戸

配

布

。

防

災

マ

ッ

プ

は

今

後

全

戸

に

周

知

し

て

い

く

予

定

。

地域

紹介

折壁町自治会折壁町自治会折壁町自治会折壁町自治会

旧国道284号線(気仙沼街道)室根商店街沿

いの自治会。西は竜雲寺の入口、東は佐福会

館手前までと道路沿いの距離としては1.2㎞

程とコンパクトですが、185戸約470人と室根

町最大の人口を抱えます。

室根

地

域

住

民

の

暮

ら

し

を

分

析

し

、

対

応

す

る

「

ど

う

せ

や

る

な

ら

」

楽

し

く

、

上

に

、

前

に

！

おやま みつまさ おのでら まさゆき

Ａ.親睦と交流 Ａ.安心・安全なまちづくり

左の写真：「室根町家庭ソフトバレーボール大会」で

優勝した際の記念写真(令和元年)



「

木

材

資

源

が

豊

富

な

日

本

で

す

が

、

住

宅

業

界

に

お

い

て

木

材

自

給

率

は

３

割

程

度

。

つ

ま

り

、

残

り

を

外

国

産

材

に

依

存

し

て

い

る

状

態

。

木

材

の

輸

送

に

は

多

く

の

燃

料

を

消

費

し

、

Ｃ

Ｏ

２

を

発

生

さ

せ

て

い

ま

す

」

と

現

状

を

語

る

の

は

、

代

表

取

締

役

の

玉

澤

豊

栄

さ

ん

。

刻

一

刻

と

深

刻

化

す

る

地

球

環

境

に

つ

い

て

、

「

家

づ

く

り

」

を

通

し

て

警

鐘

を

鳴

ら

し

ま

す

。

同

社

が

特

に

注

目

し

て

い

る

の

が

「

夏

の

猛

暑

と

冬

の

極

寒

」

。

「

機

械

や

設

備

を

使

わ

ず

に

、

太

陽

熱

や

風

な

ど

自

然

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

利

用

し

た

快

適

な

暮

ら

し

」

を

提

案

す

る

た

め

、

平

成

17

年

に

エ

ア

パ

ス

エ

コ

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

加

盟

。

エ

ア

パ

ス

工

法

を

取

り

入

れ

た

パ

ッ

シ

ブ

・

ソ

ー

ラ

ー

ハ

ウ

ス

は

「

初

期

費

用

は

そ

れ

な

り

に

か

か

り

ま

す

が

、

電

力

な

ど

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

必

要

と

し

な

い

の

で

、

長

い

目

で

見

れ

ば

経

済

的

で

、

環

境

に

も

優

し

い

仕

組

み

で

す

」

と

、

同

工

法

を

推

奨

し

ま

す

。

ま

た

、

同

社

が

発

行

す

る

「

木

楽

々

通

信

」

は

、

今

年

２

月

の

発

行

で

１

２

２

号

を

数

え

ま

す

。

同

社

で

新

築

や

リ

フ

ォ

ー

ム

を

さ

れ

た

お

客

様

の

声

や

、

現

場

の

作

業

状

況

の

ほ

か

、

お

す

す

め

本

の

紹

介

や

地

域

の

話

題

、

季

節

に

合

わ

せ

た

情

報

な

ど

、

紙

面

は

読

み

応

え

十

分

！

展

示

場

で

の

配

架

や

、

直

接

的

な

お

客

様

向

け

の

発

行

で

す

が

「

口

コ

ミ

で

広

が

り

、

多

く

の

方

に

目

を

通

し

て

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

」

と

玉

澤

さ

ん

は

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

毎

年

秋

に

は

前

代

表

が

始

め

た

お

客

様

と

の

交

流

イ

ベ

ン

ト

「

薪

割

り

く

ら

ぶ

」

を

開

催

。

薪

ス

ト

ー

ブ

の

あ

る

家

づ

く

り

も

推

奨

す

る

中

で

、

「

個

々

で

薪

を

入

手

す

る

の

は

大

変

だ

ろ

う

」

と

い

う

思

い

か

ら

、

同

社

が

地

元

の

木

を

提

供

し

、

お

客

様

自

身

に

薪

を

割

っ

て

も

ら

う

と

い

う

企

画

で

す

。

薪

の

乾

燥

作

業

(

約

２

年

)

や

乾

燥

後

の

薪

の

保

管

も

同

社

で

行

い

ま

す

。

薪

を

割

っ

た

後

は

昼

食

会

を

開

催

し

、

参

加

者

同

士

や

、

同

社

と

参

加

者

と

の

間

で

交

流

を

深

め

ま

す

。

昨

年

は

コ

ロ

ナ

禍

を

考

慮

し

て

会

食

を

な

く

し

、

人

数

制

限

を

し

て

の

開

催

で

し

た

が

、

６

家

族

が

参

加

し

た

と

の

こ

と

。

「

地

域

住

民

の

方

も

気

軽

に

足

を

運

べ

る

『

楽

々

ガ

ー

デ

ン

』

と

い

う

企

画

も

開

催

し

て

い

ま

す

。

大

き

な

イ

ベ

ン

ト

で

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

環

境

問

題

に

関

す

る

話

題

提

供

の

ほ

か

、

家

の

手

入

れ

の

悩

み

事

や

修

繕

修

理

の

相

談

な

ど

、

ざ

っ

く

ば

ら

ん

に

語

り

合

う

場

と

な

っ

て

い

ま

す

。

住

ま

い

づ

く

り

は

『

建

て

て

終

わ

り

』

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

日

々

暮

ら

し

て

い

る

中

で

見

え

て

く

る

住

宅

の

困

り

ご

と

な

ど

、

お

客

様

の

生

の

声

を

企

業

と

し

て

聞

く

こ

と

が

で

き

る

場

と

も

な

っ

て

い

ま

す

」

と

、

同

交

流

の

意

義

を

語

る

玉

澤

さ

ん

。

「

今

後

も

家

族

が

安

心

し

て

健

康

で

暮

ら

せ

る

家

づ

く

り

の

提

供

が

で

き

る

よ

う

努

め

て

参

り

ま

す

」

と

意

気

込

み

を

聞

か

せ

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

７

企業

紹介

有限会社玉澤建設(木楽々工房)藤沢

「地元の優良木材を最大限に活用すること」「地元の大工職人を活かし、そ

の技を継承していくこと」がモットーの有限会社玉澤建設。自然素材に徹底的

にこだわった新築・リフォーム・修理修繕を手掛けています。

昭和44年、現代表の父が製材業で創業後、隣町の大工職人に声がけをし、住

宅建築を開始しました。昭和63年に現社名で法人化し、２代目には現代表の兄

が、平成27年からは３代目代表取締役として玉澤豊栄さんが就任、現在に至り

ます。住宅事業にはお客様が命名した「木楽々工房」というサブネームを使用

し、平成18年からは奥州市前沢区に展示場(モデル住宅)も展開しています。

「「「「自然自然自然自然とのとのとのとの共生共生共生共生」」」」エコでエコでエコでエコで健康健康健康健康にににに暮暮暮暮らせるらせるらせるらせる家家家家づくりづくりづくりづくり

家

づ

く

り

を

通

し

て

の

温

室

効

果

ガ

ス

排

出

削

減

１

同社では若手大工の育成にも力を

注いでいる。

DATA

〒029-3403

一関市藤沢町砂子田字境田15-2

TEL 0191-63-3491

FAX 0191-63-4160

HP http://www.kirara-airpass.com

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第26262626話話話話

地域運営の落とし穴⑩
今月のテーマ

令和２年の「薪割りくらぶ」の様

子。

３代目代表取締役社長・玉澤豊栄

(ほうえい)さん。

「地域の特色」とは？

地域企業の理念にせまります。

２

３

８

※

１

新型コロナウイルス感染症の感染拡大が、暮らしや景気に幅広い影響を及ぼし始めているのは周知の事実です

が、このウイルスが発生していなくても、そうなっていたという考え方もあります。

「地域」には、人が暮らし、生活を送るために必要な‘サービス’が提供されてきました。そもそもは‘‘‘‘地域地域地域地域

内内内内でででで完結完結完結完結するするするする暮暮暮暮らしらしらしらし’’’’があり、食糧はもちろん、生活用品の販売、電気(電器・電機)屋、大工さんなどなど、地

域内の商店が地域内に必要なモノ・コト・ヒトを提供していました。しかし、大型店舗や全国区でチェーン展開

をする店舗が参入し始め、インターネット等を介した通信販売も普及すると、地元商店の役割は縮小傾向に……。

そこに人口減少・高齢化の波が訪れ、さらにコロナ禍における外出自粛……と、畳みかけるように逆境が襲いか

かり、地域に根ざしていたはずの商店や事業所は、廃業に追い込まれるなど、危機的な状況になっています。

こうした事態を‘時代の流れ’と思っていて良いかというとそうではなく、地元商店などの廃業は、地域住民

の生活に支障をきたすだけでなく、‘‘‘‘地域地域地域地域のののの特色特色特色特色のののの損失損失損失損失’’’’に至るのです。「うちの地域には〇〇がある！」と、

盆正月の‘御遣い物’や‘お土産’に持たせたりしていたものが、「かつては〇〇があったんだけどね……」と

いう状況に。手に入るもので賄うしかない中で、‘お土産’として、‘全国的に流通しているモノ’を使うのも、

なんだか切ない話ですよね(決して全国流通のモノが悪いというわけではありません)。

近年は、インターネット等の情報を通じ、‘目視できる環境’が広がっているために、「どういう姿になりた

いか？(どういう地域にしていきたいか？)」と問いかけた時に、自分たちの地域には馴染まない‘都会的な発

想’で物事を考える人が多いように感じられます。これでは「「「「地域性地域性地域性地域性」」」」を生み出すのは難しく、地域の「個性」

や「特性」は失われてしまいます。

家

は

人

生

最

大

の

買

い

物

相

互

交

流

で

よ

り

良

い

も

の

を

※

２

※

１

壁

内

に

２

つ

の

空

気

層

を

設

け

、

空

気

取

り

入

れ

口

の

働

き

に

よ

っ

て

空

気

に

一

定

の

流

れ

を

つ

く

る

こ

と

で

、

夏

は

暑

い

空

気

が

床

下

か

ら

屋

根

に

抜

け

、

熱

気

や

湿

気

が

残

ら

ず

快

適

に

過

ご

す

こ

と

が

で

き

、

冬

は

温

め

ら

れ

た

空

気

が

家

全

体

を

循

環

し

、

各

部

屋

の

温

度

差

が

無

く

な

る

こ

と

で

結

露

を

防

ぐ

。

※

２

同

社

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

も

掲

載

あ

り

。「地域」を受け継ぐ・引き継ぐために・・・・・・

人口減少により大きく地域が変わろうとしている今、‘‘‘‘地域地域地域地域のののの特色特色特色特色をををを失失失失わないためのわないためのわないためのわないための取取取取りりりり組組組組みみみみ’’’’も地域づくり

活動の一環で行われています。イメージしやすいのは、「地元学」や歴史的なポイントをまとめた「地域資源

マップ」などでしょう。一方で、なかなか手を出しにくいのが、地域内地域内地域内地域内のののの「「「「産業産業産業産業」」」」のののの継承継承継承継承です。それらは家内制

手工業であることも多いため、従業員を雇用していることが少なく、その家の誰かが継がなければ失われてしま

います。後継者がいないことが分かっていても、他人の家のことになかなか口出しはしにくいものです。

そんな中、最近では、「「「「継業継業継業継業」」」」という手法により、‘‘‘‘そのそのそのその地域地域地域地域にににに無無無無くなってはくなってはくなってはくなっては困困困困るものるものるものるもの’’’’を維持する取り組み

も始まっています。地域の個店など、家業として営まれている事業を、家族家族家族家族やややや親族親族親族親族でででで継続継続継続継続できないできないできないできない場合場合場合場合にににに、、、、第第第第３３３３

者者者者がそのがそのがそのがその技術技術技術技術やややや手法手法手法手法をををを引継引継引継引継ぎぎぎぎ、、、、絶絶絶絶やさないようにすることやさないようにすることやさないようにすることやさないようにすることです。

Ｍ＆Ａ(※)に似ていますが、Ｍ＆Ａは、大企業の場合であり、「「「「継業継業継業継業」」」」はははは、、、、人的人的人的人的つながりをつながりをつながりをつながりを重視重視重視重視しししし、、、、生業生業生業生業をををを受受受受

けけけけ継継継継ぐぐぐぐ、、、、すなわちすなわちすなわちすなわち‘‘‘‘地域地域地域地域のののの特色特色特色特色をををを受受受受けけけけ継継継継ぐぐぐぐ’’’’ようなイメージようなイメージようなイメージようなイメージです。

個人の領域に関わることなので、デリケートなことではあるものの、「地域地域地域地域のののの特色特色特色特色」」」」をををを失失失失うううう前前前前にににに、、、、地域内地域内地域内地域内でででで話話話話

しししし合合合合ってみてはいかがでしょうかってみてはいかがでしょうかってみてはいかがでしょうかってみてはいかがでしょうか？？？？

※英語のMergers(合併)and Acquisitions(買収)の略。複数の企業を一つの企業に統合したり、ある企業が他の企業の

株式や事業を買い取ったりする事。

「「「「生活生活生活生活のののの豊豊豊豊かさかさかさかさ」」」」はははは、、、、‘‘‘‘インフラがインフラがインフラがインフラが整整整整いいいい便利便利便利便利なななな暮暮暮暮らしができることらしができることらしができることらしができること’’’’

ではなくではなくではなくではなく、、、、‘‘‘‘人人人人のつながりのつながりのつながりのつながり’’’’などなどなどなど「「「「心心心心のののの豊豊豊豊かさかさかさかさ」」」」なのです。

地域の特色が薄くなりつつある今、地域の特色を「つくろう」と思っ

ても難しいと思っています。「「「「地域地域地域地域のののの特色特色特色特色」」」」はははは、、、、‘‘‘‘そのそのそのその地域地域地域地域のののの成成成成りりりり立立立立

ちちちち’’’’とととと言言言言ってもってもってもっても過言過言過言過言ではないではないではないではないからです。だから、いまいまに「特色」と

言っても、歴史や積み重ねがない状態では、住民の心に響くものではな

く、‘‘‘‘薄薄薄薄っぺらいものっぺらいものっぺらいものっぺらいもの’’’’でしかないはずです。

大東町大原の‘御遣い物’として地域に根付いているお菓

子の１つ、山二菓子舗の「白羊羹」。小豆ではなく「ささ

げ豆」を使用するため、一般的な羊羹に比べて白く、さっ

ぱりとした味わい。残念ながら後継者は不在だとか……。



上

記

の

漫

画

は

旧

狐

禅

寺

村

(

明

治

22

年

に

真

滝

村

に

編

入

)

の

「

狐

禅

寺

」

の

村

名

由

来

と

し

て

地

域

に

伝

わ

る

話

を

簡

潔

に

ま

と

め

た

も

の

で

す

。

地

域

住

民

に

話

を

聞

く

と

、

「

白

狐

が

流

れ

着

い

た

の

で

、

祟

り

を

恐

れ

て

祀

っ

た

。

地

区

内

に

『『『『

ビ

ャ

ッ

ビ

ャ

ッ

ビ

ャ

ッ

ビ

ャ

ッ

コ

ヤ

チ

コ

ヤ

チ

コ

ヤ

チ

コ

ヤ

チ

』』』』

と

呼

ば

れ

て

い

た

場

所

が

あ

る

の

は

そ

の

関

係

で

は

？

」

と

い

う

よ

う

な

話

も

。

ほ

か

に

も

、

こ

れ

ら

の

話

に

関

係

す

る

ス

ポ

ッ

ト

や

藤

原

家

藤

原

家

藤

原

家

藤

原

家

ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の

ゆ

か

り

の

場

所

場

所

場

所

場

所

が

地

区

内

に

は

複

数

あ

る

た

め

、

「

狐

禅

寺

」

の

由

来

は

「

地

元

学

」

等

の

題

材

と

し

て

様

々

取

り

上

げ

ら

れ

て

き

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

事

実

関

係

を

調

べ

始

め

る

と

、

様

々

な

謎

や

疑

問

が

浮

上

…
…

。

そ

の

た

め

、

文

献

調

査

や

関

係

各

所

へ

の

ヒ

ア

リ

ン

グ

、

専

門

家

の

ご

厚

意

で

古

文

書

の

翻

刻

ま

で

決

行

！

結

論

ま

で

は

出

な

か

っ

た

も

の

の

、

興

味

深

い

歴

史

背

景

が

様

々

見

え

て

き

ま

し

た

。

も

ち

ろ

ん

「

歴

史

ロ

マ

ン

」

と

し

て

、

突

き

詰

め

る

べ

き

で

は

な

い

謎

も

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ま

で

の

通

説

を

否

定

す

る

こ

と

が

目

的

で

は

な

く

、

こ

の

通

説

が

生

ま

れ

た

背

景

に

迫

る

「

新

た

な

歴

史

ロ

マ

ン

」

と

し

て

、

こ

の

通

説

の

「

裏

話

」

を

お

届

け

し

ま

す

！

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
55555555

９10

「「「「狐禅寺狐禅寺狐禅寺狐禅寺」」」」というというというという「「「「地名地名地名地名」」」」がががが確認確認確認確認できるできるできるできる最最最最もももも古古古古いいいい文献資料文献資料文献資料文献資料がががが元禄元禄元禄元禄８８８８年年年年((((1695169516951695年年年年))))のののの

『『『『旧記留旧記留旧記留旧記留(下記参照)』』』』。いつから「狐禅寺」が地名になったのかは残念ながら分かりま

せんでした(「狐禅寺」になるまでは「「「「吾勝郷吾妻吾勝郷吾妻吾勝郷吾妻吾勝郷吾妻ノノノノ荘荘荘荘」」」」)。また、今回の調査でご協力

いただいた関係者のみなさま、参考文献に関しては、スペースの関係で誌面では割愛

させていただき、当センターホームページに掲載します(資料の一部も公開)。

当市内には「何でそんな地名に!?」と目を疑うような字面の地名もあれば、「もし

かして〇〇だったんじゃない？」と、素人ながら「推測」してしまうような地名も

多々。今回は後者として「狐に由来があるに違いない」と推測される「狐禅寺」を調

査し始めましたが、調査は思わぬ方向に……。確かに「通説」としては狐が関係して

いましたが、実際のところは……!?まさかの通説の裏話に迫ってしまいました。

※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

「

通

説

」

と

し

て

の

狐

禅

寺

の

由

来

※

１

青

竹

地

内

の

「「「「

大

名

婦

大

名

婦

大

名

婦

大

名

婦(( ((

明

舞

明

舞

明

舞

明

舞)) ))

屋

敷

屋

敷

屋

敷

屋

敷

」」」」

に

流

れ

着

い

た

と

伝

わ

る

。

※

２

「「「「

稲

荷

大

明

神

稲

荷

大

明

神

稲

荷

大

明

神

稲

荷

大

明

神

」」」」

と

し

て

建

て

た

と

さ

れ

る

。

現

在

の

「「「「

青

竹

神

社

青

竹

神

社

青

竹

神

社

青

竹

神

社

」」」」

。

※

３

神

仏

習

合

思

想

に

よ

り

奈

良

時

代

～

江

戸

時

代

に

か

け

て

神

社

の

境

内

か

そ

の

近

辺

に

建

て

ら

れ

た

神

社

を

管

理

す

る

た

め

の

寺

。

神

宮

寺

も

同

義

。

※

４

「「「「

白

馬

山

狐

禅

寺

白

馬

山

狐

禅

寺

白

馬

山

狐

禅

寺

白

馬

山

狐

禅

寺

」」」」

と

い

う

天

台

宗

天

台

宗

天

台

宗

天

台

宗

の

寺

と

さ

れ

る

。

１

４

３

９

年

に

曹

洞

宗

曹

洞

宗

曹

洞

宗

曹

洞

宗

の

「「「「

鶏

頭

山

光

西

寺

鶏

頭

山

光

西

寺

鶏

頭

山

光

西

寺

鶏

頭

山

光

西

寺

」」」」

に

改

宗

さ

れ

て

い

る

(

現

在

の

場

所

と

は

異

な

る

。

下

記

地

図

参

照

(

現

在

の

フ

ァ

ミ

リ

ー

マ

ー

ト

一

関

峯

下

店

辺

り

)
)

。

衝撃の

事実①①①①

衝撃の

事実②②②②

衝撃の

事実③③③③

「狐禅寺の「狐禅寺の「狐禅寺の「狐禅寺の狐狐狐狐伝説」伝説」伝説」伝説」

裏裏裏裏物語物語物語物語

「稲荷大明神」の別当寺として

秀衡公が建てたとされる「白馬山

狐禅寺」。実は秀衡公秀衡公秀衡公秀衡公のののの死後死後死後死後はははは僧僧僧僧

侶侶侶侶がががが立立立立てられずてられずてられずてられず、、、、廃寺同然廃寺同然廃寺同然廃寺同然のののの状態状態状態状態

になっていたになっていたになっていたになっていたことが判明。

わずか一代限りの寺だったこと

もあり「白馬山狐禅寺」という寺

があったことを明確に証明できる

史料はないというのが実情。

さらに、同じ天台宗の住職に話

を伺うと「『『『『禅禅禅禅』』』』はははは曹洞宗曹洞宗曹洞宗曹洞宗がががが極極極極めめめめ

るものるものるものるものであり、天台宗天台宗天台宗天台宗はははは『『『『止観止観止観止観』』』』

を極める。天台宗天台宗天台宗天台宗でででで『『『『禅禅禅禅』』』』というというというという

字字字字をををを用用用用いることにはいることにはいることにはいることには少少少少しししし違和感違和感違和感違和感を

感じる」という興味深い話も！

※「禅」をしないというわけではない

「怪しさ」すら漂うこの寺が地

名にまで発展することが本当にあ

るのでしょうか!?

伝説ではあたかも人々を困らせ

ていた化狐をお祀りしたように聞

こえますし、現在、狐禅寺地区の

中心地に「稲荷神社」があるため、

「「「「化狐化狐化狐化狐をををを稲荷神社稲荷神社稲荷神社稲荷神社としておとしておとしておとしてお祀祀祀祀りしりしりしりし

たたたた」」」」とととと誤解誤解誤解誤解しているしているしているしている人人人人もももも多多多多いいいいと思

われますが、要注意ポイントが！

まず、現在狐禅寺地区にある

「稲荷神社」はこの伝説とは無関

係(後述)。そして「稲荷神」は「「「「ウウウウ

カノミタマノオオカミカノミタマノオオカミカノミタマノオオカミカノミタマノオオカミ」」」」であり、そ

の「「「「おおおお使使使使いいいい」」」」がががが「「「「きつねきつねきつねきつね」」」」ですが、

動物の狐ではなく、「「「「びゃっこびゃっこびゃっこびゃっこ」」」」

ともともともとも呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる白白白白いいいい((((透明透明透明透明))))きつねきつねきつねきつね。。。。

つまり野生の狐等をお祀りするよ

うなものではなく、稲荷神社の総

本山である「伏見稲荷大社」では

「「「「『『『『稲荷大神稲荷大神稲荷大神稲荷大神』』』』はははは決決決決してしてしてして『『『『狐霊狐霊狐霊狐霊』』』』

ではないではないではないではない」」」」としているのです！

調査の中で出会った１つの古文

書。元禄元禄元禄元禄８８８８年年年年(1695年)に当時の村

肝入ほか村民11人による連名で

「「「「稲荷大明神稲荷大明神稲荷大明神稲荷大明神のののの云云云云いいいい伝伝伝伝ええええ」」」」をををを大肝大肝大肝大肝

入入入入にににに届届届届けけけけ出出出出たたたた際際際際のののの手紙手紙手紙手紙を記録した

ものでした。

なんとこの時、稲荷大明神は

「「「「旧跡旧跡旧跡旧跡」」」」とされており、「「「「そのそのそのその云云云云

いいいい伝伝伝伝えをえをえをえを知知知知っているっているっているっている者者者者がががが居居居居たらたらたらたら届届届届

けでよけでよけでよけでよ」」」」という趣旨の仰せがあっ

たのだとか！

それを受けて差し出された手紙

に書かれていた内容がまさに現在

の通説。つまり、この手紙手紙手紙手紙がががが現在現在現在現在

のののの通説通説通説通説のののの発端発端発端発端となって

いるのです!!!

さらにこの中には

「「「「狐禅寺狐禅寺狐禅寺狐禅寺はいつはいつはいつはいつ村名村名村名村名にににに

なったかなどをなったかなどをなったかなどをなったかなどを知知知知ってってってって

いるいるいるいる人人人人はははは村中村中村中村中にいないにいないにいないにいない」」」」

という趣旨の記述も！

(右写真) 一関市博物館所蔵

『磐井郡西磐井狐禅寺村

大名婦稲荷大明神記録書上並御宮御建

替旧記留』※文政４年(1821年)に当時当時当時当時

のののの稲荷大明神稲荷大明神稲荷大明神稲荷大明神のののの宮守宮守宮守宮守・・・・佐藤孫右衛門佐藤孫右衛門佐藤孫右衛門佐藤孫右衛門がががが

当社当社当社当社にににに関関関関するするするする話話話話をををを記録記録記録記録したものしたものしたものしたもの。

明治５年の神仏

分離令により

「青竹神社」と

改めた現在の旧

稲荷大明神(右写

真)。遊水地事業

により当時の場

所からは移転し

ている。

※

１

※

２

※

４

※

３

平泉町

塩沢

狐禅寺

地区

中尊寺

北上川

「稲荷大明神」

があったと

される場所

「白馬山狐禅寺」

があったと

される場所

廃寺状態の「狐

禅寺」に曹洞宗

「白馬山願成

寺」二世来用和

尚が隠居し、そ

の後、曹洞宗の

「鶏頭山光西寺

(右写真)」に改

宗された。

秀衡公の時代は約30年間。「白

馬山狐禅寺」が別当寺としての役

目を果たせていたのが同様の期間

だと考えれば、短いながらも地域

に定着していても不思議ではなく、

僧侶僧侶僧侶僧侶はははは不在不在不在不在になったとしてもになったとしてもになったとしてもになったとしても、、、、別別別別

当当当当がががが細々細々細々細々とととと守守守守っていたっていたっていたっていた可能性可能性可能性可能性も。

※「白馬山狐禅寺」が廃寺同然の姿になった

背景には、奥州藤原氏の滅亡による当地域に

おける天台宗の衰退が考えられる。

曹洞宗の「鶏頭山光西寺」に改

宗されるまでに約250年ありますが、

改宗されるからには何かしらの寺

としての要素が残っていたと推測。

ちなみに、鎌倉時代になると、

重税から逃れるため、貴族貴族貴族貴族やややや寺院寺院寺院寺院

等等等等のののの有力者有力者有力者有力者へへへへ土地土地土地土地をををを寄進寄進寄進寄進するするするする動動動動きききき

が。寺社寺社寺社寺社はははは領土領土領土領土をををを保有保有保有保有するだけでするだけでするだけでするだけで

なくなくなくなく、、、、現在現在現在現在のののの戸籍戸籍戸籍戸籍のようにのようにのようにのように檀家帳檀家帳檀家帳檀家帳

をををを管理管理管理管理するなどするなどするなどするなど、、、、今今今今よりもよりもよりもよりも権勢権勢権勢権勢がががが

強強強強かったかったかったかったのだとか。

現在の本寺地区本寺地区本寺地区本寺地区には中尊寺中尊寺中尊寺中尊寺のののの荘荘荘荘

園園園園がありましたが、この地区も寺寺寺寺

名名名名((((骨寺骨寺骨寺骨寺))))がががが地名地名地名地名((((骨寺村骨寺村骨寺村骨寺村→→→→本寺村本寺村本寺村本寺村))))

にににに発展発展発展発展しています。

「狐禅寺」も荘園的に当該地区

を管理していたのかも……？

「伏見稲荷大社」によると稲荷

神社の勧請として最も古いとされ

るものに宮城県宮城県宮城県宮城県のののの竹駒神社竹駒神社竹駒神社竹駒神社(842(842(842(842年年年年))))

と岩手県岩手県岩手県岩手県のののの志和稲荷神社志和稲荷神社志和稲荷神社志和稲荷神社(1057(1057(1057(1057年年年年））））

をあげています。

「稲荷神」はそもそも秦氏族秦氏族秦氏族秦氏族((((京京京京

都都都都))))のののの氏神氏神氏神氏神でしたが、都が平安京に

遷ったことで秦氏が政治的な力を

持つようになり、稲荷神も広く信

仰されるように。さらに真言密教真言密教真言密教真言密教

における「「「「荼枳尼天荼枳尼天荼枳尼天荼枳尼天((((だきにてんだきにてんだきにてんだきにてん))))」」」」にににに

稲荷神稲荷神稲荷神稲荷神をををを習合習合習合習合させたさせたさせたさせたため、真言密真言密真言密真言密

教教教教のののの普及普及普及普及とともにとともにとともにとともに稲荷神稲荷神稲荷神稲荷神もももも全国全国全国全国に

広まりました。

※「荼枳尼天」が人の心臓を食らう夜叉神の

ため、平安後期からその本体が狐の霊である

とされるようになった。狐の「祟り神」とし

ての側面はそういうところから来ている？

こうした時代背景から、秀衡公

の時代以前に当該地区に稲荷神信

仰があった可能性もあるのです。

古代には狐狐狐狐のののの棲家棲家棲家棲家のののの穴穴穴穴((((狐塚狐塚狐塚狐塚))))を

祭場としていたという推測もあり、

自然発生的に稲荷神のような信仰

ができていた可能性も……？

※どちらにせよ、伏見稲荷大社から正式

に勧請した稲荷神ではなさそうです。

秀衡公が建てたとされる「稲荷

大明神」は、1695年時点では「古

社」とされてしまうような姿に。

※同お宮のある大名婦(明舞)屋敷(＝佐藤家)が

茅葺屋根茅葺屋根茅葺屋根茅葺屋根のののの粗末粗末粗末粗末なおなおなおなお宮宮宮宮でででで管理管理管理管理していた。

※別当寺としての「狐禅寺」が廃寺となった

ことと、光西寺では別当の仕事はしなかった

(宗派の関係とされ、代わりに「来善院」が別

当の仕事をした)ことで寂れていたと推測。

しかし、上述上述上述上述のののの手紙手紙手紙手紙のののの翌年翌年翌年翌年、、、、一一一一

関藩所関藩所関藩所関藩所がががが改築改築改築改築にににに入り、その後、村

社のような位置づけにまで格上げ

されます(明治初期に村社は村の中

心にあるべきという考えから、別

の「稲荷神社」が現在の狐禅寺市

民センター横に建てられ、村社の

座はそちらに……)。

※「稲荷大明神」は神仏分離令により明治５

年に「青竹神社」となった。

ところが、明治明治明治明治31313131年年年年にににに火災火災火災火災を起

こし、神社も宮守宅も全焼……。

村社「稲荷神社」ができていたこ

ともあり、社殿が復旧したのは火

災から27年後だったとか。

光西寺も火災で歴史書等が消失

しており、上記「旧記留」以前の

史実は誰にも分かりません……。


